
日
本
中
世
に
お
け
る
道
理

の
観
念

-
道

理
法
爾
と
自
然
法
爾
-

田

村

芳

朗

一

日
本
中
世
に
お
い
て
、
道
理
の
観
念
が
高
ま
つ
て
い
つ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
何
人
か
の
學
者
に
よ
つ
て
注
目
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
た
(
1
)

と
え
ば
、

村
岡
典
嗣
博
士
は
、
「
末
法
思
想
の
展
開
と
愚
管
抄
の
史
觀
」

と
い
う
題

の
も
と
に
、
ま
た
、
和
辻
哲
郎
博
士
は
、
「
公
平
無
私
の
理

(2
)
想
」
と

い
う
題
の
も
と
に
、
論
考
を
加
え
て
い
る
が
、
兩
博
士
と
も
、

「
愚
管
抄
」
と

「
貞
永
式
目
」
と
を
對
比
さ
せ
て
、
そ
の
あ
い
だ
に
、

ず
れ
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
愚
管
抄
」
は
、

一

二
二
〇
年

に
、
道
理
の
観
念
に
よ
つ
て
著
わ
さ
れ
た
歴
史
書
で
あ
り
、

「
貞
永
式

目
」
は
、

そ
れ
か
ら
約

一
〇
年
あ
と
の

一
二
三
二
年
に
、
道

理
の
観
念

に
も
と
つ
い
て
著
わ
さ
れ
た
法
典

で
あ

る
が
、
「
愚
管
抄
」

の
道
理
観

は
、
宿
命
論
的
色
彩
を
も
ち
、
後
む
き
で
あ
り
、
現
實
否
定

的
で
あ

る
に
た
い
し
、
「
貞
永
式
目
」
は
、
建
設
論
的
色
彩
を
も
ち
、
前

む
き
で
あ
り
、
現
實
積
極
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
愚
管
抄
」
の
著
者
で
あ
る
慈
圓

(
一
一
五
五
-
一
二
二
五
)
は
、
公

卿
階
級
の
出
身
で
あ
り
、
藤
原
貴
族
の
擁
護
の
立
場
に
た
つ
て
、
道
理

を
論
じ
、
史
觀
を
た
て
た
も
の
で
あ
つ
て
、
か
れ

が
、
道
理
に
も
と
づ

(3
)

い
て
、
上
代
よ
り
承
久
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
を
七
匠
分
し
、
そ
の
第

七
の
時
代

(當
時
)
を
道
理
を
し
ら
な

い
、
無
道
理
の
時
代
と
規
定
し

た
が
、
こ
の
期
は
、
「
貞
永
式
目
」
に
あ
ら
わ
れ
る
ご
と
く
、
新
興
勢
力

に
よ
る
新
秩
序
の
定
立
が
、
見
え
だ
す
と
き
で
、
そ
れ
を
慈
圓
が
認
識

し
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
、
か
れ
の
保
守
反
動
性
、
前
時
代
性
が
あ
る
と
、

(4
)

和
辻
博
士
は
論
じ
、

一
方
、
村
岡
博
士
は
、
「
源
氏
物
語
」
に
よ
つ
て
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
古

・
平
安
時
代
が
、
宿
命
論
的
世
界
観
の
支
配

の
も
と
に
、
道
徳
的
意
志
の
働
き
が
微
弱
で
あ

つ
た
に
た
い
し
、
「
愚
管

抄
」
は
、
も
て
お
こ
し
、
も
て
あ
が
ら
し
め
る
人
間
の
道
徳
的
活
動
の
存

在
を
認
め
て
お
り
、

そ
の
點
、
中
古
精
神
に
た

い
す
る
中
世
精
神
の
勃

興
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
武
士
の
世
を
末
代
悪
世
と
み
な
し
な
が
ら
、

武
士
の
勢
力
を
無
視
し
え
ず
、

そ
こ
で
、
か
れ
は
、
公
武
合
體
を
唱
え
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日
本
中
世
に
お
け
る
道
理

の
觀
念

(
田

村
)
 

六
六

た
の
で
、
そ

の
點
、
討
幕
派
よ
り
、
新
し
い
時
勢
の
動
き
を
察
知
し
て

い
た
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
「
愚
管
抄
」
に
は
、
道
理
が
宿
世
を
脱
し

き
ら
な
か
つ
た
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
濃
厚
に
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

(
5
)

中
古
か
ら
中
世

へ
の
過
渡
的
性
格
を
有
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
こ
で
、
村
岡
博
士
は
、
『
宿
世
』
と

は
、
人
間
の
自
由
意

志
の

活
動
の
餘
地
を
認
め
な
い
も
の
で
あ
る

に
た

い
し
、
『
道
理
』
と

は
、

本
來
、
當
然
の
理
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
反
つ
て
、
道
徳
的
意
志

の
發
動
、

主
體
的
な
自
由
意
志
の
活
動
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
づ

け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
古
に
お
い
て
は
、
そ
の
道
理
が
宿
命
論
的

に
把
握
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
わ
れ
わ
れ
が
、
「
愚
管
抄
」
と
「
貞
永
式
目
」
の
道
理
觀
を

く
ら
べ
て
知
る
こ
と
は
、

一
二
一
二

年
の
承
久
の
亂
前
後
を
さ
か
い
と

し
て
武
士
の
力
に
よ
る
積
極
的
な
社
會
秩
序
建
設

へ
と
、
時
代
は
進
ん

で
ゆ
き
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
道
理
觀
も
、
宿
世
的
、
宿
命
的
な
も
の
か
ら
、

現
實
積
極
的
な
も
の
へ
と
進
展
し
て
い
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二

そ
こ
で
、
問
題
は
、
當
時
の
佛
教
者
自
身
の
道
理
觀
は
、
ど
う
で
あ

つ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
解
明
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、

(6
)

『
法
爾

』
d
h
a
r
m
a
t
a
 を

は

さ

ん

で

の

『
道
理
』

y
u
k
ti
 と

『
自
然

』

s
v
a
b
h
a
v
a
 と

の

對

比

が
、

あ

げ

ら

れ

よ

う
。

道

理

に

つ
い

て

は
、

解

(7
)

深
密
經
等
に
四
種

の
道
理
が
あ
げ
ら
れ
、
第
四
と
し
て

『
法
爾
道
理
』

d
h
a
r
m
a
t
a-y
u
k
t
i
 
と

い
う

こ

と
が

い
わ

れ
、

そ

れ

は
、

『
如
來

出

世

若

(
8
)

不
出
世
。
諸
性
安
住
法
性
法
界
』
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
道
理
は
、

こ
の

『
法
爾
道
理
』
い
う
こ
と
に
お

い
て
、
『
法
兩
自
然
』
と
關
連
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
事
實
、
「
愚
管
抄
」
の
著
者
も
、
そ
の
な

か
で
、
『
大
方

ハ
上
下

ノ
人
ン
運
命
モ
。
三
世
ノ
時
運

モ
。
法
爾
自
然

(9
)

ニ
ウ

ツ
リ

ユ
ク
』
と
、

『
法
爾

自
然

』
と

い
う

言

葉

を
使

用

し
、

さ

ら

に
、

『
三
世

ニ
因
果

ノ
道
理

ト

云
物

ヲ

ヒ

シ

ト

ヲ

キ

ツ

レ

バ
。

ソ

ノ
道

理

ト
法

爾

ノ
時

遵

ト

ノ

モ

ト

ヨ
リ

ヒ

シ
ト

ツ

ク

リ
合

セ
ラ

レ
テ
。

流

レ

(10
)

下
リ
モ
ヱ
ノ
ボ
ル
事

ニ
テ
侍
也
。
』
と

て
、
道
理

と
法
爾
を

結
び

つ
け

て
い
る
。

さ
て
、
こ
の

『
法
爾
道
理
』
と

『
法
兩
自
然
』
あ

る
い
は
、
法
兩
を

も
と
に
し
て
い
う
な
ら
ば
、
『
道
理
法
爾
』
と
『
自
然
法
爾
』
、
つ
ま
り
、

法
爾
を
は
さ
ん
で
の
道
理
と
自
然
は
、
全
く
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
間
に
、
ず
れ
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
同
じ
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
消

極
的
、
宿
命
的
な
意
味

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
積
極
的
、
建
設
的
な
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
、
兩
者
の
あ
い
だ
に
、
ず
れ
が
あ
る
と
し
た
な
ら
、

ど
ち
ら
が
、
清
極
的
な
意
味
を
も
ち
、
ど
ち
ら
が
、
積
極
的
な
意
味
を

も

つ
か
が
、
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

使
用
例
を

ふ
り
か
え

つ
て
み
る
と
、
圓
仁

の

「
金
剛
頂
經
疏
」
に

『
非
二佛
所
作
一
。及
以
非
二人
天
所
作
一
。法
然
道
理
。
無
始
無
終
。
無
生
無

(1
1
)

滅
。
』
、
圓
珍
の

「
講
演
法
華
儀
」
に

『
普
門
塵
敷
諸
三
昧

遠
二
離
因
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(1
)

果

一法
然
具
。
』
、
空
海
の

「
十
住

心
論
」
に

『
法
性
自
爾
非
二
造
作
所

(
13
)
 

(14
)

成
ご
、
「
即
身
成
佛
義
」
に

『
法
爾
道
理
有
二
何
造
作
一
。
』
、
『
言
二法
然
一

(
15
)

者
顯
二諸
法
自
然
如
一
レ是
。
』
等

と
あ
り
、
畳
鍍
は
、
「
五
輪
九
字
明
秘
密

(16
)

釋
」
に

『
顯
教
因
縁
所
生
法

密
敏
法
爾
自
生
法
』
と
う
た
つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
法
爾
道
理
、
自
然
、
法
然
、
自
爾
な
ど
、
す
べ
て
、
同
じ

意
味
に
使
わ
れ
、
と
も
に
、
變
易
、
造
作
、

生
滅
、
因
縁
等
を
こ
え
た

境
地
を
さ
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
方
、
同
じ
よ
う
な
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
異
教
の

自
然
説
 sv
a
b
h
a
v
a
-v
a
d
a
 に
た
い
し
て
、
佛
教
か
ら
、
強

い
批
判
が
向

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
が
つ
く
。

た
と
え
ば
、
浬
盤
經

・
僑
陳
如
品

に
、
納
衣
梵
志
と
い
う

一
外
道
が
、
す

べ
て
は
自
作

・
自
然
と
し
て
あ

り
、
因
縁
に
よ
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
に
た
い
し
、
佛
は

『
是
義
不
レ

(17
)

然
。
何

以
故
。
皆
從
二因
縁
一得
二名
字
一故
。
』
と
反
駁
し
た
と
あ
り
、

嘉
祥
大
師
吉
藏
は
、
「
中
觀
論
疏
」
に

お
い
て
、
浬
藥
經
を
引
用

し
つ

つ
、
自
然
説
に
中
國
の
荘
子
の
自
然
説
と
、
イ
ン
ド
の
外
道
の
自
然
説

の
二
種
あ
り
、
前
者
は
、
自

(然
)
因
・
自
(然
)
果
論
で
あ
り
、
後
者

(18
)

は
、
無
因
有
果
論
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
「
三
論
玄
義
」
で

は
、
兩

者
と
も
、
結
局
は
因
果
の
理
を
正
し
く
、

つ
か
ん
だ
も
の
で
な
い
と
し

(19
)

て
、
強
く
破
し
て
い
る
。
天
台
大
師
智
頻
は
、
「
摩
詞
止
觀
」
に

お

い

(
2
0
)

て
、
『
法
性
自
爾
非
二作
所
一
レ成
。
』
と
説
き
つ
つ
、
莊
子
の
自
然
説
に
た

い
し
て
は
、

『
如
二
荘
子
云
一
。貴
賤
苦
樂
是
非
得
失
皆
其
自
然
。
若
言
二
自
然
一
是
不
レ

(2
1
)

破
レ果
。
不
レ
辮
二先
業
一印
是
破
レ因
。』

と
て
、
破
因

(無
因
)

の
論
と
難
じ
た
。
「
法
華
玄
義
」
に

お
い
て
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
か
の

『
自
然
法
爾
』
と

い
う
言
葉
が
、
こ
こ
で
は
、

無
因
有
果
論
の
外
道
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
み
な

さ
れ
、
批
判
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

(2
2
)

『
若言
三
自
然
法
爾
無
二誰
作
者
一
。此
無
因
縁
生
。
是
破
レ因
不
レ破
レ果
び』

と
。
日
本
に
き
て
は
、
室
海
は
、
「
十
住
心
論
」
の
異
生
麺
羊
佳
心
第
二

の
な
か
で
、
外
道
の

一
種
と
し
て
、
自
然
読
を
紹
介
し
、
老
莊
の
敢
え

(23
)

も
、
そ
れ
と
同
様
の
計
と
評
し
て
い
る
。
自
然
外
道
な
い
し
莊
子

の
自

然
読
に
、

と
く
に
強
い
批
剣
を
む
け
た
も
の
に
道
元
あ
り
、
か
れ
は
、

「
正
法
眼
藏
」
四
禪
比
丘
の
巻
で
、
さ
き
に
あ
げ
た

「
摩
訶
止
觀
」
の

文
を
引
用
し
つ
つ
、
『
貴
賤
苦
樂
、
是
非
得
失
、
み
な
こ
れ
善
惡
業
の
感

ず
る
と
こ
ろ
な
り
。
…
…
過

去
來
世
を
あ
き
ら
め
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
現

(2
4
)

在
に
く
ら
し
、
い
か
で
か
佛
法
に
ひ
と
し
か

ら
ん
。
』
と
評
し
、
日
蓮

ま
た
、
「
開
目
鈔
」
の

は
じ
め
に
お
い
て
、
道
元
と
同
じ
よ
う

な
評
言

(25
)

を
な
し
て
い
る
。

三

以
上
の
よ
う
に
、
佛
教
で
は
、
因
縁
生
滅
を

こ
え
た
法
爾
道
理

・

自
然
を
、

し
ば
し
ば
強
調
し
な
が
ら
、

一
方
で
、
イ
ン
ド
の
自
然
説
、

荘
子
の
自
然
説
を
因
果
を
撥
無
す
る
邪
計
の
論
と
批
評
し
、
そ
れ
に
た

い
し
て
、
佛
敬
は
、
因
果
の
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
は
、

日
本
中
世

に
お
け

る
道
理

の
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(
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日
本
中
世

に
お
け

る
道
理

の
觀
念

(
田

村
)
 

六

八

一
見
、
矛
盾
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
實
際
、
首
楞
嚴
經
の
卷

第
二
に
は
、
そ
れ
が
、
疑
問
と
し
て
、
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

佛
教
で
は
、
か
の
外
道
は
自
然
説
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
因
縁
説
で
あ
る

と
い
う
け
れ
ど
も
、
佛
教
に
お
け
る
覺
性
と
い
う
も
の
は
、
自
然
で
あ

つ
て
、
非
生
非
滅
と
觀
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
こ
れ
は
、
し
た

が
つ
て
、
非
因
縁
に
似

て
い
る
が
、
か
の
外
道
の
と
く
非
因
縁
の
自
然

(
26
)

と
は
違
う
も
の
な
の
か
、
ど
う
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
點
に
つ
い
て
の
解
明
で
あ
る
が
、
首
楞
嚴
經
の
右
の

と
こ
ろ
で
は
、
解
答
と
し
て
、
覺
性
は
、
因
に
あ
ら
ず
、
縁
に
あ
ら
ず
、

ま
た
、
自
然
に
あ
ら
ず
、
非
自
然
で
も
な
即
、
非

・
不
非
、
是

・
非
是

の
世
間
的
な
分
別
戲
論
を
こ
え
た
も
の
で
あ
る
と
と
い
て
い
る
の
で
、

い
い
か
え
れ
ば
、
佛
教
は
、
も
の
を
客
體
的
に
す
え
て
、
そ
の
存
在
の

あ
り
か
た
を
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
分
別
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
、
佛
教
外
の
自
然
説
が
批
判
さ
れ
、

一
方
、
佛

教
の
自
然
説
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
佛
教
か
ら
批
判
さ
れ
た
自
然
説
は
、
存
在
論
と
し
て
の
も

の
で
あ
り
、
佛
教
が
肯
定
し
、
あ
る
い
は
主
張
す
る
自
然
説
は
、
認
識
論

な
い
し
は
實
踐
論
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

前
者
は
、
存
在
に
つ
い
て
い
う
も
の
な
る
ゆ
え
、
決
定
論

・
宿
命
論
に

お
ち
い
る
も
の
で
あ
る
に
た
い
し
、
後
者
は
、
認
識
論
、
實
踐
論
の
故

起
、
逆

に
、
積
極
的
な
主
體
的
精
神
の
發
露
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
前
者
は
も
の
の
存
在
を
自
立
自
存
と
し
て
客
體
視

(法
我
見
)

し
、
ま
た
因
果
を
た
て
た
場
合
に
は
、
そ
の
因
果
を
客
體
視
し
、

た
め

に
、
決
定
論

・
宿
命
論
に
お
ち
い
る
も
の
で
、
そ
し
て
、
と
き
に
は
反

つ
て
、
主
觀
的

(人
我
見
)
恣
意
に
堕
し
も
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
に
た
い

し
、
後
者
に
お
け
る
自
然
は
、
自
己
の
執
見

(
人
我
見
)
を
は
な
れ
て
、

事
物
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
客
觀
的

(
人
無
我
、
人
空
)
に
み
る

と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
反
つ
て
任
運
自
在
な
主
體
性

(法
無

我
、
法
空
)
の
確
立
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
因
果
の
否
定
は
、

因
果
と
い
う
も
の
が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

い
う
の
で
は
な
い
、
つ

ま
り
、
因
果
撥
無
で
は
な
く
、
そ
の
か
ぎ
り
、

因
果
歴
然
と
し
て
あ
る

を
客
觀
的
に
認
識
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
客
觀
的
な
認
識
が
、
す
な
わ

ち
、
主
體
的
な
因
果
超
越
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
積
極
的
に
は
、
因
果

身規
制
と
な
る
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
百
丈

の
不

昧
因
果

(因
果
歴
然
)
・

不
落
因
果

(因
果
超
越
)
で
あ
る
。
道
元
は
、
し

ば
し
ば
、
不
落
不
昧

(
27
)

の
因
果
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
先
に
あ
げ
た
佛
教
諸
師
に
よ
る
非

作
意
・
非

造
作

・
因
果
遠
離

の
法
爾
道
理

・
自
然
の
説
は
、

こ
の
原
則

を
表
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

四

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
佛
教
の
法
爾
道
理

・
自
然
の
原
則
が
、
實
際
に

日
本
中
世
に
お
い
て
重
用
さ
れ
た
と
き
、
ど
う
な

つ
た
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
當
時

一
般
と
し
て
は
、
時
代
的
に
な
、

一
二
二

一
年
の
承

-511-



久
の
亂
を
契
機
と
し
で
、

一
二
二
〇
年
あ
た
り
か
ら
、
新
興
武
士
階
級

に
よ
る
現

實
へ
の
積
極
的
展
開
、
新
秩
序
建
設
が
み
え
だ
し
て
く
る
こ

(28
)

と
は
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
然
で
あ
る
が
、

か
れ
は
、

一
二

一
二
年
に
な
く
な
つ
て
い
る
の
で
、
現
世
否
定
の
色
こ

き
時
代
の
存
在
で
あ
つ
た
と
い
う
べ
く
、
慈
圓
に
つ
い
て
は
、
か
れ
が
、

「
愚
管
抄
」
を
あ
ら
わ
し
た
の
は
、

一
二
二
〇
年
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

承
久
の
亂
後
、

一
部
、
増
補
が
な
さ
れ
た
が
、
か
れ
は
、
公
卿
出
身
と

し
て
、
後
む
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
か
れ
の
法
爾
觀
を
し
て
、
宿
命
的

色
彩
を
殘
す
も
の
た
ら
し
め
た
と
い
え
る
。

一
方
、
親
鷺

・
道
元

・
日

蓮
な
ど
を
み
る
と
、
か
れ
ら
の
活
動

・
述
作
の
時
代
は
、

一
二
二
〇
年

以
後
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
か
れ
ら
の
法
爾
觀
に
は
、
現
實
へ
の
積

極
的
對
向

の
存
す
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

法
然
に
は
、
『
法
爾
道
理
と
い
ふ
事
あ
り
。
ほ
の
ほ
は
そ

こ
に

の
ほ

り
。
水
は
く
だ
り
ざ
ま
に
な
が
る
。
菓
子
の
中
に
す
き
物
あ
り
。
あ
ま

き
物
あ
り
。
こ
れ
ら
は
み
な
法
爾
道
理
な
り
。
阿
彌
陀
ほ
と
け
の
本
願

は
。
名
號
を
も
て
罪
惡
の
衆
生
を
み
ち
び
か
ん
と
ち
か
ひ
給
た
れ
ば
。

た
ゞ

一
向

に
念
佛
だ
に
も
申
せ
は
。
佛
の
來
迎
は
。
法
爾
道
理
に
て
そ

(2
9
)

な
は
る

へ
き
な
り
。
』
と

て
、
『
法
爾
道
理
』
が

と
か
れ
、
そ
の
法
然
と

い
う
名
に

つ
い
て
、
法
然
傳
に
、
『
誠
に

れ
法
然
道
理
の
聖
り
と
て
、

(30
)

法
然
を
も

て
房
號
と
す
』
と

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
て
、
念
佛
に

つ
い
て
、
『
現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
。
念
佛
の
中
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ

べ

し
。
…
…
ひ
じ
り
て
申
さ
れ
ず
は
。
め
を
ま
う
け
て
中
す

へ
し
。
妻
を

(
31
)

ま
う
け
て
中
さ
れ
す
は
。
ひ
し
り
に
て
中
す

へ
し
。
…
…
』
と

す
す
め

て
い
る
が
、
こ
れ
と
類
似
の
説
が
、
法
然
滅
後
二
〇
年
、
生
存
し
た
高
辮

あ

る

へ

き

よ

う

わ

に
み
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
人
は
阿
留
邊
幾
夜
宇
和
と
云
七
文
字

を
持
つ
べ
き
な
り
。
僧
は
僧

の
あ
る
べ
き
様
、

俗
は
俗
の
あ
る
べ
き
様

(32
)

な
り
、
…
…
』
と
。

と
こ
ろ
が
、
高
辮
は
、
そ
の
あ
と
に
、
來
世
往
生
の

願
求
は

『
あ
る
べ
き
や
う
』
に

反
す
る
と
非
離

し
て
い
る
。
高
辮
に
お

け
る

『
あ
る
べ
き
や
う
』
と

は
、
現
世
に
お
い
て
、
各
自
が
、

そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
、
身
の
ほ
ど
に
慮
じ
て
、
全
力
を
つ
く
す
と
い
う
こ
と
で
、

そ
こ
に
は
、
現
實

へ
の
積
極
的
對
向
が
み
ら
れ

る
。
法
然
に

お
い
て

は
、
來
世
が
中
心
で
あ
り
、
現
世
に
た
い
し
て
は
、
超
越
的
態
度
の
も

と
、
相
對
的
様
相
を
、
そ
の
ま
ま
、
あ
き
ら
め
る
に
あ
つ
た
と
い
え
よ

う
。親
鷺
に
は
、
有
名
な

「
自
然
法
爾
章
」
が
存
す
る
が
、
か
れ
に
は
、

積
極
的
な
現
實
肯
定
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

一
如
相
印
の
思
想
や
如
來

等
同
の
論
説
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
推
察
し
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、

そ
の
親
鷺
に
、
宿
業
觀
が
濃
厚
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
、
よ
く
い
わ
れ
、

そ
の
文
誰
と
し
て
、
「
歎
異
抄
」
の
種

々
の
宿
業
説
が
、
あ
げ

ら
れ
る

が
、
親
鷺
自
身
の
著
述
あ
る
い
は
手
紙
類
に
は
、
宿
業
に
關
す
る
説
は
、

皆
無
と
い
つ
て
い
い
ほ
ど
、
み
ら
れ
な
い
の
で
、
「
教
行
信
證
」
の
序
に

タ
マ
く
 

エ
バ
 

ヲ
 
ト
ヲ
ク
 
ヨ
ロ
コ
ベ
 

ヲ
(
33
)

『
遇

獲
二行
信

一違

慶
二
宿
縁
直

と
と
か

れ

て
い
る

『
宿
縁
』
と

は
、
信
を
え
た
喜
び
の
表
現
で
あ
つ
て
、
宿
命

的
な
暗
い
ひ
び
き
の
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
點
、
「
歎
異
抄
」
を

中
心
に
し
て
親
鷲
を
な

が
め

日
本
中
世

に
お
け

る
道
理

の
觀

念

(
田

村
)
 

六
九
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日
本
中
世
に
お
け
る
道
理

の
觀
念

(
田

村
)
 

七
〇

る

こ

と

は
、

問
題

と

い
え

よ

う
。

1
 

村
岡
典
嗣

「
日
本
思
想
史
上

の
問
題
」
『
日
本
思

想
史

研

究
』
I
I
、
一

一
一
-
二
〇
九
頁
。

2
 
和
辻
哲
郎

「
日
本
倫
理
思
想
史
」
上

卷
三

一
九
-
四

九
頁
。

3
 

「
愚
管
抄
」
卷

第

七

(
附
録
)
岩

波
文
庫
本
二
九
三
-
五

頁
。

4
 

「
日
本
倫
理

思
想

史
」
上

卷

三
二
五
頁
。

5
 

「
日
本
思
想
史

上
の
諸
問
題
」
『
日
本
思
想
史
研
究
』
I
I
、二
〇
〇
頁
、

二
〇

一
頁
。

6
 

自
然
に
關

し
て
、
維
摩
經

・
觀
衆

品

第

七

に

『
行
二
自
然
慈

一
。無
因
待

故
。
』
と

て
、
『
自
然
慈
』
が

い
わ
れ
、

法
華
經
・
譬
喩
品
第
三
に
は
、
『
自

然
慧
』
(a
n
a
c
a
r
y
a
k
a
 jn
a
n
a
 無
師

智
)
、
『
自
然

智
』

(s
v
a
y
a
m
b
h
u
-

jn
a
n
a
)
と
い
う
言
葉

が
あ

る
。
無
量
壽
經

に
は
、
『
自
然
虚
無
之
身
、
無

極
之
體
』
(
卷
上
)
、
『
罪
報
自

然
』

(
卷
下
)
、『
天
道
自
然
』
(
卷
下
)
、『
無

爲
自
然
皆
積
衆
善
』

(卷

下
)
、
『
福
徳

自
然
』
(
卷
下
)

な
ど
の
言
葉

が
あ

る
が
、

適
當
な
原
語
は
、

み
あ
た
ら
な

い
。

7
 

「
解
深
密
經
」
卷

第
五

・
如
來

成
所
作
事
品
第
八
、

大
正

一
六

・
七
〇

九
頁
中
。

8
 
同
右
、

大
正

一
六

・
七

一
〇
頁

上
。

9
 

「
愚
管
抄
」
卷

第
五
、

岩
波
文
庫
本

二
三

一
頁
。

10
 

同
右

・
卷
第

五
、
岩
波
文
庫
本

二
三

一
頁
。

11
 

「
金
剛
頂
經
疏
」
卷

第

一
本
、

大

日
本
佛
教
全
書

(
四
三
)

三
頁
。

12
 

「
講
演
法
華
儀
」
大

日
本
佛
教
全
書

(
二
四
)

一
二
七
頁
。

13
 

「
十
佳

心
論
」
卷

十
、

大
正
七
七

・
三
六
二
頁
上
。

14
 

「
即
身
成
佛
義
」
大

正
七
七

・
三
八

二
頁
下
。

15
 

同
右
、

大
正
七
七

・
三
八
四
頁

上
。

16
 

「
五
輪
九
字
明
秘
密
釋
」
興

教
大
師
全
集

・
下
、

一
一
二
七
頁
。

17
 

大
般
浬
架
經
卷
第
四
十

・
橋
陳
如
品
第

十

三
之

二

(
北
本
)
、
卷
第

三

十
六

・
僑
陳
如
品

(
第
二
十
五
)
下

(
南
本
)
。

18
 

「
中
觀
論
疏
」
卷

第

一
末
、
大

正
四
二

・
一
五
頁
中
。

19
 

「
三
論
玄
義
」
大

正
四
五

・
一
頁

下
。

20
 

「
摩
訶

止
觀
」
卷

第
五
上
、

大
正
四
六

・
五

一
頁
下
。

21
 

同
右

・
卷
第
十

上
、
大
正
四
六

・
一
三
五
頁
上
。

22
 

「
法
華

玄
義
」
卷

第

八
下
、

大
正
三
三

・
七
八
五
頁
下
。

23
 

「
十
佳

心
論
」
卷

第

一
、
大
正
七
七

・
三

一
二
頁
下
-
三

頁

上
。

24
 

「
正
法
眼
藏
」
四

禪

此
丘
、
岩
波
文
庫
本

・
下
卷

二

一
八
頁
。

25
 

「
開
目
鈔
」
昭

和
定

本
日
運
聖
人
遺
文

五
三
五
-
六

頁
。

26
 

「
首
楞
嚴
經
」
卷

第
二
、
大

正

一
九

・
一

一
二
頁

下
。

27
 

「
正
法
眼
戴
」
大

修
行
、
深
信
因
果
、

諸
惡

莫
作
な
ど
。

28
 

一
二
二
〇
年

の
前
と
後
と

の
文
學
作
品

を

比
較

し

て

も
、

こ

の
こ

と

が
、

立
證
さ
れ
よ
う
。
「
平
家
物
語
」
に

は
、
す
で
に
、
現
實
積

極
的
な
も

の
、

新
興
勢
力

へ
の
共
感
が
、

み
え
だ
し

て
き

て
い
る
。

な
お
、

和
歌
森
太
郎

「
中
世
協

同
體

の
研
究
」
二

四
八
頁
参
照
。

29
 

「
諸
人

傳
説

の
詞
」
和
語
燈
録
卷

五
、
浄

土
宗

全
書
九
・
六
〇
八
-
九

頁
。

30
 

「
法
然

上
人
傳
記
」
(
九
卷
傳
)
卷
第

一
下
、

浮
土
宗

全

書

十

七

・
一

〇

七
頁
。

31
 

「
諸
人
傳
説

の
詞
」
和

語
燈
録
卷

五
、

浄
土
宗
全
書
九

・
六
〇
九
頁
。

32
 

「
栂
尾
明
惠
上
人
遺
訓
」
國

文
東

方
佛
教
叢
書

・
法
語
部
四
五
頁
。

33
 

「
教
行
信

證
」
序
、

眞
宗
聖
教
全
書

二

・
一
頁
。
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